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					リフォームは計画する上でワクワクするものですが、成功するためには基礎知識が必要です。まず、明確な目的を持つことが大切です。どの部屋を改装するのか、どんな雰囲気を作りたいのかをはっきりさせることが重要です。また、予算設定も忘れずに行い見積もりを取得し進めることがポイントです。専門家のアドバイスも活用すると良いでしょう。現状の調査と詳細な計画も欠かせません。適切な素材を選び、工事の進捗管理にも気を配りましょう。さらにトラブルに備えることも重要です。これらの基礎知識を守り、失敗を最小限に抑えながら理想のリフォームを実現しましょう。
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					リフォーム会社を選ぶ際のチェックポイント

					これから古い家を手入れして、快適に住みたいという方は大勢います。戸建ての場合はどんなリフォームでも制限がないため、新築同様に変身をさせることも可能です。はじめてリフォームをする場合、まずは専門会社を選ばないといけません。どんな点に注意をすればいいのか、簡単にここでチェックポイントを述べていきます。まずは予算を自分で計算をして、見積もりを出してもらうことが重要です。ネット検索を利用して候補となる企業をリストアップしておき、見積もりサービスを活用します。最近は一括対応というものもあるので、こちらをうまく運用するのもお勧めです。そして希望している金額を提示するところを選択して、具体的なヒアリングへと進みます。注目したい点は大手企業ではなくて、街中にある工務店の方がコストを抑えられるということです。少しリフォームに掛かる時間が長くなりますが、それだけ理想を現実にすることに長けているのが魅力といえます。

					

					マンションリフォームは共有施設に配慮することが大切

					最近は戸建てよりも、集合住宅を好んで購入をなさる方も多くなりました。とくに高層タワーマンションは、若い世代の間で絶大な人気を誇っている住まいです。これから35年ローンを組んで買おうという方も多いでしょうが、一体どんなスタイルで買って、リフォームをすればいいのでしょうか。中古で手に入れると、まずリフォームは避けられない事象です。簡単にここでポイントを述べると、共有施設に配慮をしないといけません。共有の施設とは廊下とバルコニー一帯を指して折り、一般的にはこのスペースは個人の所有にはなりません。リフォームで玄関の入り口の段差をなくしたいと思うこともありますが、手を加えられるのは自室内だけで外の空間はリフォームは不可です。どこからが共有施設なのか判断ができないこともありますが、そのときは販売会社・管理会社にコンタクトをとって把握をすることです。必ずスペースの部分状態を知っているので確かな対応ができます。

					

					リフォーム工事のおおまかな流れとは？

					まずは、リフォームの目的や希望する仕様を明確にすることが重要です。次に、リフォームの範囲や予算を検討し、プランニングを行います。設計図やイメージ図の作成、またはプロのアドバイスを受けることで、具体的な方向性を定めることができます。プランが固まったら、工事の見積もりを依頼し費用や工期を確認します。契約が成立したら、工事のスケジュールを調整し工事開始の日程を決定します。工事中は、専門の職人や業者が施工を行い、作業の進捗状況を確認しながら細部まで丁寧な仕上げを心がけます。
工事が終わったら、引き渡しの段階です。確認作業や試運転を行い問題がないことを確認した後、お客様への引き渡しとなります。最後に、お客様のご満足度を確認しアフターサービスについての説明や保証書の交付を行います。
リフォーム工事のおおまかな流れは、以上のことで構成されます。それぞれのステップをしっかりと踏んで進めることで、スムーズなリフォームが実現できます。

					

					リフォームのトラブルでよくある事例

					リフォームをすれば、家もよりきれいになりますし、設備の入れ替えもできるのでより使い勝手も良くなります。工事をして満足な結果を得ている人も多く存在しますが、中にはトラブルに巻き込まれてしまう人もいます。リフォームを成功させるためにも、具体的なトラブル事例を知っておきましょう。よくあるトラブルでは、追加料金が発生して見積金額よりも高い金額を請求されるということがあげられます。さらに、仕上がりがイメージと違っていたり、ずさんな工事が行われて工事個所からトラブルが起きるという場合もあります。このほかでは、工事の音で近隣とトラブルになることも考えられます。予定日になっても工事が始まらない、予定よりも工事が遅れるということも珍しくありません。リフォームでトラブルが発生する原因では、打合せが十分に行われていないこともあげられます。そして、業者選びを失敗することもトラブルを引き起こす要素になります。安心して工事を行うためにも、打合せは丁寧に行いましょう。一社だけではなく、複数社で相談や見積りをして比較してみることもおすすめです。

                    
                    

					リフォームトラブルの原因と対処法

					リフォームを行う際には、さまざまなトラブルが発生する可能性があります。まず、トラブルの原因の一つは信頼できない業者を選んでしまうことです。施工実績や口コミ情報を調べ、信頼性の高い業者を選ぶことが重要です。見積もりの段階で明確な契約内容や工期を確認し、細かな部分も含めて確認を怠らないようにするのも大切です。
さらに、計画段階での不備やミスもトラブルの原因となります。リフォームの目的やイメージを明確にし、具体的なプランを作成することが必要です。また、設計図面や仕様書の内容を細かく確認し希望する仕上がりを再度確認することも大切です。
トラブルが発生した場合の対処法としては、まずは業者としっかりとコミュニケーションをとることが重要です。問題点や不満を明確に伝え、解決策を協議することが必要です。話し合いが難しい場合は、消費者センターや専門の相談機関に相談することも選択肢に入れておいた方がいいです。
リフォームトラブルは避けられないこともありますが、適切な業者選びや計画段階での細心の注意、トラブル時の適切な対処法を身につけることで、トラブルを最小限に抑えることができます。

					

					リフォーム前の近所挨拶で注意すべきポイント

					リフォームをする際はご近所トラブルを避けるため、前もって挨拶をしておくようにしましょう。リフォーム内容などによっても変わってきますが、工事を行うのでどうしても騒音、振動、粉塵が出てしまったりトラックや業者の方の出入りなどで、騒々しくなりがちです。

事前に伝えておかないと、このようなことが原因となりトラブルになってしまうこともあります。施工を行う1週間前までには、どのような工事を行うか・施工日や依頼した業者名などを伝えておくと良いでしょう。戸建てのリフォームの場合、自宅を中心に縦横・斜めの最大8軒へ挨拶するのが一般的です。マンションをリフォームする際は、上3軒、下3軒、両隣の最大8軒に伝えておきましょう。

ちょっとした粗品を持参するのもおすすめです。高額なものだと相手にも負担になってしまうため、500円から1000円ほどのものを選びます。不在だった場合は後日改めて伝えるか、手紙を置いておくと良いでしょう。

					

					リフォーム前の挨拶はどれくらいのタイミングで行えばいい？

					ご近所トラブルを避けるためにリフォーム前には、事前に挨拶をしておく必要があります。リフォーム前の挨拶は、どのくらいのタイミングで行えばいいのか分からないという方も多いかもしれません。一般的には工事が始まる1週間前には伝えておくのが良いと言われています。

近隣住民の都合などもあるので、工事が行われる前日など直前の挨拶は避けて、余裕をもって1週間前には挨拶をしておきましょう。平日だとお仕事などで留守にしているご家庭が多いので、土曜日・日曜日を選ぶのもポイントです。ただし土曜日・日曜日は休日でゆっくりお休みしている方もいるため、午前中など朝の早い時間に行くのは避けます。夕方ごろに伺うのがベストです。

もし不在だった場合はあらためて伺うか、手紙を投函しておくのもおすすめです。リフォーム前の挨拶を行ってくれる業者もありますが、業者だけに任せるのではなく自分でも出向くようにしましょう。業者より先に行く印象が良くなります。

					

					大規模な工事となるウォークインクローゼットへのリフォーム

					和室にある押し入れをクローゼットに作り替えたいという方も少なくありません。ただ単に作り替えるだけでなく和室として使用する機会も少ないので、この際「ウオーキングクローゼット」にリフォームしたいという方も多いのではないでしょうか。和室と押し入れをウオーキングクローゼットにリフォームする場合、大規模な工事となるのでその点には注意が必要です。

押し入れを拡張して、壁の解体など大規模な施工が必要となります。あるものを生かすというより、壁などを壊して新しく作り変えるリフォームとなるので、費用は高額になるケースが多いです。どのような壁紙や床材などにするかによっても変わってきますが、20万円から50万円ほどが相場です。

今ある押し入れを生かして一般的なクローゼットにする場合の相場は、8万円から10万円前後なので費用は高めとなっています。ですので予算などをリフォーム会社と相談しつつ、最適なプランを選ぶようにすると良いでしょう。

					

					中古住宅のリフォームは理想の住空間をつくりやすい

					中古住宅をリフォームする代表的なメリットとして挙げられるのは、自分が理想とする住空間をつくりやすいというところで、中古住宅であればリフォームやリノベーションを行った場合でも新築の注文住宅よりもリーズナブルな価格で仕上げることが可能になります。同じ価格帯の場合では、中古住宅を購入してリフォームを実施する方が自分の理想とする住まいを手に入れやすくなりますし、施工自体にお金をかければ自分好みの部屋を実現することが可能になってきます。近年では、古い日本家屋を購入して古民家リフォームすることも人気を集めており、元々の住宅の良さを生かしながら理想を付け加えた住空間を実現できる点は中古住宅の大きなメリットといえます。また、中古物件は既に存在する住宅であることから周辺環境についても事前に把握しやすく、理想の住まいを実現する上では周辺住宅の雰囲気や騒音・日当たりなども重要な条件となってくるので、事前に把握できるのは重要な要素となってきます。





築年数の古い中古住宅でもリフォームは可能？


築年数が経てばたつほど、汚れはどんどん目立ってきますし床が侵食して抜け落ちるような危険が生じるような場合があります。
ですから安全かつ快適に生活するためにもぜひ早めにリフォームをすることをお勧めいたします。
では、実際のところ築年数50年・60年たっているようなかなり古くて危険を感じる家でもきれいにリフォームをすることは可能なのでしょうか？はい、プロにお願いするなら古くて年月が経っている家でも大変きれいに仕上げてくれます。
しかし、年数が経っていれば当然手直しが必要になってきますしその分かなりの費用が発生して今います。
また基礎が危なく、いつ倒壊しても怖くないというような家もあります。
そのような場合には表面だけきれいにするのではなく、基礎から大規模な工事をする必要があり、莫大な金額になることもあります。
それで、まずは依頼する前に必ず見積りを出してもらって費用を計算してから依頼するようにしましょう。






リフォームで失敗しないために重視したい打ち合わせ


リフォームで失敗したくないのであれば、打ち合わせの前に事前にしっかりと準備しておくことが大切です。
まず打ち合わせの前に目的をはっきりさせることです。
最新設備に入れ替えて快適に暮らしたいなどの目的を明確にすることがポイントになります。

リフォームに関する情報収集をすることも大切です。
インターネットや本、雑誌などで情報収集をするようにしましょう。
時間があれば、ショールームに足を運ぶこともおすすめです。

インターネットなどで情報収集をしたら完成イメージをストックして、要望やアイデアをまとめておくことがポイントになります。
それを行うことによって、打ち合わせ時に具体的なイメージを伝えることができます。

リフォームを行う場合、まずはじめに考えてしまうのが予算のことですが、まずは予算を考えずに要望をピックアップすることが大切です。
最終的には予算と折り合いをつける必要がありますが、最初に予算を決めてしまうと予算ありきのリフォームになってしまうので、プランのコンセプトがわからなくなってしまう恐れがあります。






近隣に配慮したリフォーム計画を構築するポイント


近隣に配慮したリフォーム計画を構築する際に考慮すべきポイントは以下の通りです。
まず第一に騒音や振動などの影響を最小限に抑えることが重要です。
周囲の住民に迷惑をかけないために、工事の日程や時間帯を事前に周知し、できるだけ騒音の発生が少ない工法を選択するようにします。

工事現場の管理も欠かせません。
周辺の道路や歩道の通行に支障が出ないように、必要な場所に適切な仮設フェンスを設置し、通行の安全を確保します。
さらに、工事現場の清掃やゴミの処理もきちんと行い、周囲の環境を保護する努力を怠りません。

外観や景観にも配慮する必要があります。
周囲の建物や街並みに調和するデザインや色彩を選び、リフォーム後も周辺環境に溶け込むようにします。
また、周囲の景観を遮らないような工事方法を選択し、周辺の視界を確保することも重要です。

最後に住民とのコミュニケーションを大切にします。
工事の計画や進捗状況を定期的に周知し、近隣住民の意見や要望にも耳を傾けます。
トラブルや不満を未然に防ぐために、円滑なコミュニケーションを心がけることが必要です。






リフォーム箇所で不具合が起きた場合の対処法


リフォーム箇所で不具合が起きた場合、対処法として挙げられるのは施工を請け負った事業者に連絡して問題がある個所の修繕をしてもらうという方法です。
この方法は、改修を生業とする事業者側が施工後に問題を起こした個所に対して保証というものを用意しているケースが多く、リフォームを施工した企業や個人にクレームを入れて対処という方法です。
なお、改修した箇所に使用した部品やシステムそのものが不具合を起こしているケースも多いため、施工側に連絡を入れてから問題のある商品を取り付けたというケースもあります。
この場合、保証は施工者側ではなく、商品を提供したメーカー側になりますが再度施工という形でリフォーム事業者が対処することが多いため問題のある商品を取り付けて動作に問題が生じた場合でも問題のあるシステムや部品の交換を行います。
リフォームの対応が不十分であると判断した場合は、弁護士などに相談して対応してもらうという方法もありますが、多くは事業者側は改修工事に問題がある場合対応し問題の解決を図ることがほとんどです。






リフォームに必要な費用の内訳は？


外壁塗装リフォームには、さまざまな費用の内訳になります。
これらの費用は外壁塗装の範囲や規模、使用する塗料の種類、建物の状態などによって異なります。
以下に一般的な費用の中身をご説明いたします。

まず第一に塗料代が主な費用の一部です。
外壁塗装に使用する塗料の種類やブランドによって価格が異なります。
耐候性や耐久性が高い塗料は、一般的に価格が高くなる傾向があります。
塗料代は、施工面積や塗布の層数に応じて計算されるのです。

次に労務費が発生します。
リフォーム作業には職人の技術や労力が必要です。
塗装作業は時間と手間を要するため、施工人数や作業期間に応じて労務費が発生します。
高い技術を持つ職人の場合は、その分の費用がかかることもあるのです。

さらに塗装前の下地処理や修繕にかかる費用もあります。
外壁の劣化や傷、ひび割れなどがある場合には、それらを修復するための費用が発生します。
下地処理や補修作業には、素材や工法によって異なる費用がかかる場合があります。

足場の設置費用も外壁塗装には含まれます。
足場は作業員の安全を確保し、施工効率を向上させるために必要なものです。
足場の設置には面積や高さによって料金が設定され、これも外壁塗装費用の一部となるのです。

これらの費用は外壁塗装の範囲や状態に応じて変動しますが、塗料代と労務費が主な費用の要素となります。





                    
					
						[image: ]
					

					

					
					
					
						
							
								
							
						
						
							
								
							
						
						
							
								
							
						
						
							
								
							
						
						
							
								
							
						
					

				

				
					
						
							
								[image: ]
							

						

						
							著者：姫川順子

							筆者プロフィール

							静岡県静岡市生まれ。予算の立て方やリフォーム工事の流れなど、リフォームをする際に知っておきたい情報を発信しています。
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					　に関する情報サイト

					リフォームの基礎知識

				

				
					初心者がリフォームで失敗しないための基礎知識を解説する記事です。改修工事のポイントや注意点、予算の立て方など、初めての方に役立つ情報を提供しています。また中古住宅を改修するメリットについても解説しており、コスト削減や自分好みの仕様にカスタマイズできる利点を紹介しています。さらに押し入れからクローゼットへの改造の可能性についても触れており、収納スペースの有効活用に関心のある方にとって参考になる内容です。
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